
地方独立行政法人青森県産業技術センター

工業総合研究所

電子情報技術、資源環境技術、省エネルギー技術等を中心に据えた
工業系試験研究機関です。県内の関連企業の支援を目的に、
研究開発や技術相談、依頼試験等の活動を行っています。

◎こんな分野に対応しています
１ 情報通信技術、自動制御及び計測評価技術

２ 地域資源の有効活用技術
及び省エネルギーに係る試験研究

３ 分析技術に係る試験研究

４ 以上の各分野における技術支援

● 各種の依頼試験にも対応いたします。
● 技術相談、技術研修、共同研究など、どんなこと

 でもまずはご相談ください。
● 技術相談は無料です。

◎こんな施設・設備などがあります

◎所在地とアクセス

◎研究部と主な業務

〒031-0142
青森県青森市大字野木字山口221-10
Tel :  017-728-0900 Fax : 017-728-0903

分光光度計装置 顕微フーリエ
変換赤外分光光度計計測部

技術支援部
無機・有機物質で構成される

異物・付着物の分析、材料の観
察・評価、試作・加工装置等の
機器貸出し、依頼試験や技術相
談を行っています。 

また、県内製品の高度化に役
立つ技術の研究開発にも取り組
んでいます。

写真１

電子情報技術部
情報通信技術（ICT）、自動制

御技術、計測評価技術に関する
研究開発や技術支援を行ってい
ます。
また、A I・IoTを活用した工業・
農業分野のＤＸ化に取り組んで
います。
 IoT開発支援棟では、ＤＸの第
一歩とされるIoTに関するアイ
デアを迅速に実現可能です。

研究所の
写真

資源環境技術部
未利用資源の活用技術及び

評価に関する研究開発や、再
生可能エネルギーなどの活用
技術に関する技術支援を行っ
ています。

バイオマス資源を活用した
材料及び生産・加工技術の開
発に取り組んでいます。

１ 走査型電子顕微鏡
２ 顕微フーリエ変換赤外分光光度計

３ 顕微鏡型蛍光エックス線分析装置 
 ※R2年度（公財）JKA補助

４ 紫外可視近赤外分光光度計（絶対反射率測定）

５ 分光光度計装置（FT-IR+ラマン分光)

※R3年度新型コロナウィルス感染症対応地方創成臨時交付金

６ 電子基板製造装置一式 ※H29年度（公財）JKA補助

７ 高精細３Dプリンタ

８ レーザ加工機

● 機器貸出（有料）に対応いたします。
 紹介した施設・設備はごく一部です。
 詳細についてはお問合せください。
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工業総合研究所全景

バイオマス資源の活用

ボタン電池対応省電力
IoTデバイス

電流計測用

温湿度・明るさ計測用



◎主な研究成果

◎その他の試験・研究・調査

◆熱流体解析技術の活用に関する研究  ◆A I活用による品質・生産性向上技術の開発

工業総合研究所

遠隔モニタシステムの表示例

◆農業のDX化・GX化を目指して

【目的】本県特産品であるにんにくの乾燥工程において、
燃料消費の最適化及び品質を確保するため、乾
燥状態を遠隔モニタ可能なシステムを開発する。

【結果】温湿度センサ及び重量センサにより、乾燥工程
の進捗をリアルタイムで遠隔モニタ可能なほか、
乾燥完了日を予測可能なシステムを開発した。

◆信頼度を高める異物分析のために

【目的】迅速、かつ精度の高い異物・規制対象の有害添加物
の機器分析のための前処理技術を開発する。

【結果】ＧＣ／ＭＳ分析に用いるバイアル瓶内で試料から直接
フタル酸エステル類を抽出する簡易な方法や、樹脂
系、生体系、油脂・無機物系の異物分析を効率よく
行うための前処理技術を開発した。今後依頼分析で
活用していく。

◆肺手術の手技向上のために

【目的】ヒトの肺動脈の構造が再現され、リアルな手術
訓練が可能な肺動脈モデルを開発する。

【結果】ヒトと同様の２層構造を再現した肺動脈モデル
を開発した。これにより肺動脈の外層を内層から
はく離する操作や切離操作の訓練を、効果的に行
うことが可能になった。

【今後】様々な肺手術に対応できる派生モデルを展開する。

◆雪下ろし作業からの解放のために

【目的】使われずに捨てられている熱源を活用する屋根
融雪システムを開発する。

【結果】換気に伴い発生する熱を活用する、低ランニン
グコストで運用可能な屋根融雪システムを開発
した。

【今後】実証試験や製品化の支援を行う。

生産性向上イメージとスマホ表示例

前処理による付着物の除去状態を確認
（フーリエ変換赤外分光光度計での計測）

前処理の進行

・前処理前

・前処理後

肺動脈モデル 屋根融雪システム実証試験棟

残り
日数

乾燥
進捗

燃料が予定よりも
少なく済みそうだ

◆畜産業のDX化・安全性向上を目指して

【目的】家畜（牛）飼養管理における生産性と安全性の
向上のため、複合センシングにより、家畜の行
動量を遠隔モニタ可能なシステムを開発する。

【結果】複数のセンサを用いて家畜の動作を計測し、結果を
AIで解析することで、横臥時間、採食量、飲水
量を推定可能な、遠隔モニタシステムを開発した。
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